
災
害
へ
の
備
え

　

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
。
そ
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
で
は
、
多

数
の
犠
牲
者
と
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
寸

断
な
ど
で
住
民
の
生
活
が
一
変
す
る

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
本

市
で
も
近
年
で
は
、
平
成
25
年
９
月

の
台
風
18
号
や
平
成
26
年
８
月
の
豪

雨
で
、
市
内
の
河
川
の
増
水
・
氾
濫

や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
り
市
全
域
に

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
危
機
事
象
に

対
応
す
る
た
め
、
都
市
基
盤
の
整
備

や
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
防
災
訓
練
の
実
施
や
情
報
伝

達
手
段
の
充
実
な
ど
、
市
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
と
災
害
に
対
す
る
危
機

管
理
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助
の
取
り
組
み

　

平
成
27
年
10
月
、
大
規
模
地
震
や

津
波
を
想
定
し
た
「
舞
鶴
総
合
防
災

訓
練
」
を
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
教
育
隊
、

三
浜
・
小
橋
地
区
、
前
島
ふ
頭
の
３

会
場
で
実
施
。
海
上
自
衛
隊
、
陸
上

自
衛
隊
、
舞
鶴
海
上
保
安
部
、
舞
鶴

港
湾
事
務
所
、
警
察
、
自
治
会
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
24
関
係
機
関
・
団

体
に
加
え
、
一
般
見
学
者
も
含
め
た

約
９
０
０
人
が
参
加
。「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」
の
重
要
性
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

原
子
力
防
災
体
制
の
強
化

　

本
市
は
、関
西
電
力
株
式
会
社
（
以

下
関
電
）
高
浜
発
電
所
か
ら
５
㌔
㍍

圏
内
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）
に
市
民
が
居
住
し
、

30
㌔
㍍
圏
内
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
に
は
市
内

全
域
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実

態
を
踏
ま
え
、平
成
27
年
２
月
に
「
高

浜
発
電
所
に
係
る
舞
鶴
市
域
の
安
全

確
保
等
に
関
す
る
覚
書
」
を
府
・
市
・

関
電
の
３
者
で
締
結
。
立
地
自
治
体

と
同
等
の
権
限
を
確
保
す
る
中
で
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
向
上
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
、「
高
浜
発
電
所

に
係
る
舞
鶴
市
住
民
説
明
会
」
を
総

合
文
化
会
館
で
開
催
。
自
治
会
長
や

民
生
児
童
委
員
、
各
関
係
機
関
・
団

体
の
代
表
者
な
ど
６
０
２
人
が
出
席

し
、
国
か
ら
原
子
力
発
電
所
の
必
要

性
や
安
全
性
、
原
子
力
防
災
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
説
明
会
の
内
容
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
を
公
開
す
る
と
と

も
に
、
市
民
な
ど
82
人
か
ら
い
た
だ

い
た
意
見
や
質
問
は
回
答
を
添
え
て

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
３
月
に
は
、
高
浜
発
電

所
の
事
故
を
想
定
し
た
原
子
力
防
災

訓
練
を
志
楽
地
区
で
実
施
。
９
自
治

No.34

防
災
機
能
の
充
実
・
強
化
で

　
　
　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い
大
規
模
災
害
。
市
で
は
、
災
害
に
強
い
都
市
基
盤
の
整
備
や
消
防
・
防
災
体
制

の
強
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ

市
政
の
「
今
」。
第
34
回
は
、
防
災
機
能
の
充
実
・
強
化
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
の
住
民
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、

避
難
時
集
結
場
所
の
志
楽
小
学
校
で

避
難
カ
ー
ド
の
提
出
や
安
定
ヨ
ウ
素

剤
に
見
立
て
た
あ
め
玉
の
受
領
、
避

難
中
継
所
と
想
定
し
た
文
化
公
園
体

育
館
で
避
難
退
域
時
検
査
・
除
染
を

体
験
す
る
な
ど
住
民
避
難
の
手
順
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
月
「
原
子
力
災
害
住
民
避
難
計

画
（
平
成
25
年
３
月
策
定
）」
を
全
面

改
正
。
こ
れ
は
、
国
の
「
高
浜
地
域

の
緊
急
時
対
応
」
や
関
西
広
域
連
合

の
「
広
域
避
難
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
府

の
「
広
域
避
難
要
領
」
の
上
位
計
画

を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
国
の
原
子

力
災
害
対
策
指
針
や
府
・
市
の
地
域

防
災
計
画
と
の
整
合
を
図
り
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
計
画
に
改
正
し
た
も

の
で
す
。
５
〜
６
月
に
は
、
市
内
５

か
所
で
府
と
の
共
催
で
住
民
説
明
会

を
開
催
し
、
延
べ
３
０
８
人
の
市
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
長
・
区
長
の
つ
ど

い
や
市
職
員
が
地
域
に
出
向
く
出
前

講
座
で
も
随
時
、
改
正
内
容
を
説
明

し
て
い
ま
す
。

由
良
川
水
防
災
対
策

　

平
成
16
年
の
台
風
23
号
洪
水
で
浸

水
し
た
地
域
の
整
備
を
行
っ
て
い
た

「
由
良
川
下
流
部
緊
急
水
防
災
対
策
」

は
、
地
盤
沈
下
な
ど
の
影
響
で
一
部

進
捗
が
遅
れ
て
い
た
大
川
工
区
の
築

堤
工
事
も
完
了
。
平
成
28
年
３
月
に

は
、
す
べ
て
の
工
区
に
お
い
て
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
洪
水
と
平
成
25
年
台
風

18
号
洪
水
で
２
度
浸
水
し
た
地
域
に

つ
い
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
お
お
む

ね
10
年
で
整
備
を
行
う
「
由
良
川
緊

急
治
水
対
策
」
も
、
国
・
府
と
強
固

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
下
東
地
区
、

三
日
市
地
区
の
輪
中
堤
整
備
（
※
集

落
の
周
囲
を
囲
む
よ
う
に
設
置
さ
れ

た
堤
防
）
の
ほ
か
、
11
地
区
で
宅
地

か
さ
上
げ
対
策
を
進
め
て
お
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
１
日
も
早
く
、
安
全

で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
の
事
業
促
進
に
努
め
て
い

ま
す
。

西
地
区
の
浸
水
対
策

　

西
地
区
で
も
同
様
に
、
過
去
の
大

型
台
風
の
襲
来
時
に
は
、
高
野
川
の

増
水
と
高
潮
の
影
響
で
、
小
規
模
河

川
や
水
路
が
排
水
不
能
と
な
っ
て
あ

ふ
れ
る
内
水
氾
濫
が
発
生
。
地
盤
の

低
い
西
市
街
地
で
は
、
た
び
た
び
浸

水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
、

内
水
対
策
の
計
画
策
定
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
高
野
川
を
管
理
す
る
府

と
連
携
し
て
、
総
合
的
な
治
水
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
９
月
に
は
、
舞
鶴
西
自

治
連
合
会
が
中
心
と
な
り
「
西
市
街

地
浸
水
対
策
促
進
協
議
会
」
を
設
立
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
浸

水
対
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
は
「
舞
鶴
市
宅

地
か
さ
上
げ
助
成
金
制
度
」
を
創
設
。

安
心
し
て
居
住
で
き
る
西
市
街
地
と

な
る
よ
う
本
制
度
の
活
用
を
は
じ

め
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
・

協
力
し
て
洪
水
、
高
潮
、
内
水
な
ど

の
対
策
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

消
防
・
防
災
体
制
の
強
化

　

設
備
面
で
は
、
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
技

術
を
駆
使
し
た
高
機
能
消
防
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
は
じ
め
、
高

規
格
救
急
車
や
30
㍍
級
は
し
ご
車
、

救
助
工
作
車
の
整
備
な
ど
、
時
代
に

即
し
た
設
備
や
装
備
を
導
入
し
、
災

害
対
応
の
充
実
・
強
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

特
に
地
域
防
災
力
の
要
で
あ
る
消

防
団
に
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
な

ど
の
更
新
を
行
う
と
と
も
に
今
年
度

か
ら
、
汎
用
性
の
高
い
小
型
動
力
ポ

ン
プ
用
軽
搬
送
車
を
遠
隔
地
の
消
防

団
か
ら
順
次
、
配
備
予
定
。
今
後
も
、

地
域
の
消
防
活
動
に
係
る
機
動
力
を

強
化
し
、
消
防
団
員
の
安
全
装
備
の

充
実
や
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▲順次更新している消防設備

上：高浜発電所に係る住民説明会
　　（昨年11月撮影）
左：浸水する八幡地区
　　（平成25年９月撮影）

▲輪中堤の整備が進む下東地区

▲総合防災訓練で消火訓練▲原子力災害住民避難計画の住民説明会

▲原子力防災訓練の避難退域時検査

▲多々見市長による総合防災訓練の講評
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